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1. 目的
(1) フランス語学習者にとって聞き取りやすいフラン

ス語の特徴を分析すること
(2) フランス語音声の聞き取りやすさを予測するモデ

ルを提案すること
(3) そのモデルの応用可能性を検討すること
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特定の聞き手が、特定のコミュニケーション状況において、
その聞き手固有の経験をもとに、ある口頭談話を理解する際
に感じる容易さや困難さ

→ 談話の特徴（語彙、構文、韻律など）
(Ozawa et al., 2024)

CEFRレベル



1. 目的
(1) フランス語音声の聞き取りやすさを予測する

SVMモデルを提案すること

(2) そのモデルの自動化を検討すること
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予測
CEFRレベル

(A1, A2, B1, B2,
C1, C2)

CEFRレベルが未知の
フランス語音声

語彙

構文

韻律
など

フランス語音声

CEFR
レベル



2. 外国語のリスニング
学習者にとっての困難点
- 音声（ex. 発話速度、ポーズ）(Griffiths, 1992 ; Blau, 1990) 

- 文法（ex. 語彙、統語）(池田, 2003 ; 小林, 2008) 

- 背景知識不足 (大木ら, 2016)

- 聞き手個人の要因（ex. ストレス、不安）
- (池田, 2003 ; 米津 & 小倉, 2017) 
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オーセンティックな
談話



2. 外国語のリスニング
オーセンティックな談話を使用する利点
- 目標言語の実際のリズムに慣れる (Field, 1998)

- 学習に対するモチベーションを高める (Stempleski, 1987 : 5)

→ 学習者のリスニング能力の向上 (吉見, 2019 : 116)
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オーセンティックな教材を取り入れる際
には、学習者の習熟レベルと教材の内容
を考慮する必要がある

 (Larsen-Freeman, 2000)



3. 聞き取りやすさ研究
➢1943年〜
読みやすさの研究で検討されたモデルを口頭言語の書き起こ
しの分析に応用 (Flesch, 1943 ; Chall & Dial, 1948 ; Allen, 1952 ; Cartier, 1955 ; 

Harwood, 1955a, 1955b ; O’Keefe, 1971 ; Denbow, 1975)

➢1962年〜
聞き取りやすさ予測モデルの構築 (Rogers, 1962 ; Fang, 1967 ; Kiyokawa, 
1990) 
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3. 聞き取りやすさ研究
➢2013年〜
音声面の考慮
• 日本の研究者らによる研究 (Ueda et al., 2013, 2014 ; Kotani et al., 2014 ; 

Kotani & Yoshimi, 2017, 2019 ; Yoshimi & Kotani, 2020)

• 自動言語処理を使った研究 (Révész & Brunfaut, 2013 ; Loukina et al., 
2016 ; Yoon et al., 2016 ; Ruggia, 2019 ; Alghamdi et al., 2022) 
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聞き取りやすさにかかわる
要素とは何か？



➢2013年〜
音声面の考慮
• 日本の研究者らによる研究 (Ueda et al., 2013, 2014 ; Kotani et al., 2014 ; 

Kotani & Yoshimi, 2017, 2019 ; Yoshimi & Kotani, 2020)

• 自動言語処理を使った研究 (Révész & Brunfaut, 2013 ; Loukina et al., 
2016 ; Yoon et al., 2016 ; Ruggia, 2019 ; Alghamdi et al., 2022) 

3. 聞き取りやすさ研究
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聞き取りやすさにかかわる
要素とは何か？

＝変数



3. 聞き取りやすさ研究

検討された変数
• スクリプト変数
• 音声変数
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✓ 文の長さ (Allen, 1952 ; Ueda et al., 
2013)

✓ 単語の長さ (Kotani et al., 2014 ; 
Kotani & Yoshimi, 2019)

✓ 難語率 (Kotani et al., 2014 ; Yoon et 
al., 2016)



3. 聞き取りやすさ研究

検討された変数
• スクリプト変数
• 音声変数
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✓ 発話速度 (Kotani et al., 2014 ; Yoon et 
al., 2016) 



3. 聞き取りやすさ研究

聞き取りやすさ研究の課題点
• 音声変数の更なる検討
• 英語以外の言語を対象とした研究

→フランス語を対象
→スクリプト変数×音声変数の考慮
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4. 手法
リサーチクエスチョン
1. フランス語の聞き取りやすさに関連する変数はなにか。
2. フランス語の聞き取りやすさの予測に音声変数は有効であるか。
3. フランス語の聞き取りやすさは発話スタイル（会話・モノロー

グ）によって異なるか。
4. フランス語の聞き取りやすさ自動予測モデルの検討は可能である

か。
→相関分析 & サポートベクターマシン（SVM）モデル
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4. 手法
データ
25冊のフランス語教科書付属の音声とそのスクリプト

24

CEFRレベル データ数 録音時間（分）

計 計 平均
A1 289 159 0.55
A2 309 232 0.75
B1 239 188 0.79
B2 239 285 1.19

C1/C2 211 404 1.91
計 1 287 1 268 0.99



4. 手法
教科書一覧
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A1

教科書名 出版社 出版年
Alter Ego Hachette 2006

écho CLE International 2011
Texto Hachette 2016

Cosmopolite Hachette 2017
Atelier Didier 2019



4. 手法
教科書一覧
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A2

教科書名 出版社 出版年
Entre Nous Maison des langues 2016
Tendances CLE International 2016

Texto Hachette 2016
Cosmopolite Hachette 2017

Défi Maison des langues 2018
Atelier Didier 2019



4. 手法
教科書一覧
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B1

教科書名 出版社 出版年
Entre Nous Maison des langues 2016
Tendances CLE International 2016

Cosmopolite Hachette 2018
Défi Maison des langues 2019



4. 手法
教科書一覧
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B2

教科書名 出版社 出版年
Édito Didier 2006

Le DELF B2 Didier 2016
Entre Nous Maison des langues 2017
Tendances CLE International 2017

Cosmopolite Hachette 2019



4. 手法
教科書一覧
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C1
/C2

教科書名 出版社 出版年
Réussir le DALF Didier 2006

Abc DALF CLE International 2016
Le DALF 100% 

réussite Didier 2017

Édito Didier 2017
Tendances CLE International 2019



4. 手法
データ
25冊のフランス語教科書付属の音声とそのスクリプト

30

CEFRレベル データ数 録音時間（分）

計 計 平均
A1 289 159 0.55
A2 309 232 0.75
B1 239 188 0.79
B2 239 285 1.19

C1/C2 211 404 1.91
計 1 287 1 268 0.99



4. 手法
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データに含まれないもの
• 単語、スペル、数字、活用のみ 

• 1分あたりの語数・音節数、ポーズ間の平均語数・
音節数のいずれかに極端な外れ値を含むもの 



4. 手法
データ
25冊のフランス語教科書付属の音声とそのスクリプト
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CEFRレベル データ数 録音時間（分）

計 計 平均
A1 289 159 0.55
A2 309 232 0.75
B1 239 188 0.79
B2 239 285 1.19

C1/C2 211 404 1.91
計 1 287 1 268 0.99



4. 手法
データ（会話：音声内の発話者が二人以上）
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CEFRレベル データ数 録音時間（分）

計 計 平均

A1 204 119 0.58
A2 180 180 1
B1 145 144 1
B2 129 162 1.26

C1/C2 94 270 2.87
計 752 875 1.16



4. 手法
データ（モノローグ：音声内の発話者が一人）
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CEFRレベル データ数 録音時間（分）

計 計 平均

A1 85 40 0.47
A2 129 52 0.4
B1 94 44 0.47
B2 110 123 1.12

C1/C2 117 134 1.15
計 535 393 0.73



4. 手法
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スクリプト変数

音声変数

CEFRレベル

相関分析



4. 手法
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A1

B1

説明変数1

説明変数2

サポートベクターマシン
（SVM）

データを分類するための
機械学習モデル 



4. 手法
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予測
CEFRレベル

(A1, A2, B1, B2,
C1, C2)

語彙

構文

韻律
など

フランス語音声

CEFR
レベル

データの
事前処理

CEFRレベルが未知の
フランス語音声

手動

自動



4. 手法
(1) 手動
・スクリプト：

OCR→チェック・修正
・音声の自動アライメント＆スクリプトの挿入：

SPPAS(http://www.sppas.org.)の使用→チェック・修正
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4. 手法
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SPPAS (http://www.sppas.org.)



4. 手法
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4. 手法
(2) 自動
・スクリプト：

Google Cloud Speech-to-Text（音声の自動文字起こし）
で自動生成

・音声の自動アライメント＆スクリプトの挿入：
SPPASの使用→チェックなし

46



4. 手法
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予測
CEFRレベル

(A1, A2, B1, B2,
C1, C2)

語彙

構文

韻律
など

フランス語音声

CEFR
レベル

CEFRレベルが未知の
フランス語音声



4. 手法

スクリプト変数：61個
音声変数：10個
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ex.
・一語あたりの平均音節数
・直説法現在形の動詞の割合
・形容詞の割合

FABRA :
フランス語の読みやすさの予測変数に基づく、読みやす
さに関するツール (Wilkens et al., 2022)



4. 手法
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FABRA (https://cental.uclouvain.be/fabra/)



4. 手法
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FABRA (https://cental.uclouvain.be/fabra/)
En fait, je m'appelle Karima.
C'est mon vrai prénom, mais je l'ai transformé en 
Karine parce que c'est plus simple, plus français.
On est d'origine camerounaise.
En plus d'avoir deux petites sœurs, j'ai la chance 
d'avoir toujours mes parents et toute une grande 
famille autour.

(A2 Atelier)



4. 手法
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FABRA (https://cental.uclouvain.be/fabra/)



4. 手法

スクリプト変数：61個
音声変数：10個
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ex.
・一分あたりの語数
・ポーズ間の平均語数
・ポーズの平均長

流暢性 :
リアルタイムで言語を使用したり、意味を強調したり、
語彙的な体系を利用したりする能力 

(Skehan & Foster, 1999 : 96) 



4. 手法
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手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

会話データ
手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

モノローグデータ



4. 手法
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作成するSVMモデル
(1) スクリプト変数&音声変数
(2) スクリプト変数のみ
(3) 音声変数のみ



4. 手法
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予測
CEFRレベル

(A1, A2, B1, B2,
C1, C2)

語彙

構文

韻律
など

フランス語音声

CEFR
レベル

CEFRレベルが未知の
フランス語音声

スクリプト
変数のみ スクリプト変数

＆音声変数

音声変数のみ



5. 相関分析結果（手動）
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会話 モノローグ
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 ポーズ間の平均語数 0.65 A1レベルの語彙の

割合
-0.6

2 ポーズ間の平均音節
数

0.64 A1レベルの語彙の
割合

-0.6

3 一分あたりの音節数 0.62 Tユニットの長さ 0.56



5. 相関分析結果（手動）
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会話 モノローグ
変数 スピアマン

の相関係数
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数
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音声変数



5. 相関分析結果（手動）
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会話 モノローグ
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 ポーズ間の平均語数 0.65 A1レベルの語彙の

割合
-0.6

2 ポーズ間の平均音節
数

0.64 A1レベルの語彙の
割合

-0.6

3 一分あたりの音節数 0.62 Tユニットの長さ 0.56
スクリプト
変数



5. 相関分析結果（手動）
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会話 モノローグ
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 ポーズ間の平均語数 0.65 A1レベルの語彙の

割合
-0.6

2 ポーズ間の平均音節
数

0.64 A1レベルの語彙の
割合

-0.6

3 一分あたりの音節数 0.62 Tユニットの長さ 0.56

変数の分類



5. 相関分析結果（手動）
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会話
時制に関する変数 : 10個
→ 受動態、過去分詞、現在分詞、直説法半過去、接続法現在、
直説法大過去、直説法複合過去、直説法単純未来、不定詞、
直説法現在

モノローグ
時制に関する変数 : 5個
→ 過去分詞、現在分詞、受動態、不定詞、接続法現在



5. 相関分析結果（手動）
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会話
- SOS Médecins Paris, service d’urgence, bonsoir ! 

- Bonsoir madame. Je ne vais pas très bien. Il est tard et ça m’inquiète. 
J’aimerais qu’un médecin vienne chez moi au plus vite. 

- D’accord. Est-ce que vous avez pris votre température ? 

- Oui, j’ai 40 de fièvre. 

- Vous avez pris un médicament ? 

- Un peu de paracétamol. Mais je n’en ai plus, et je me sens pas bien du tout. 

– Entendu. Je vais prendre vos coordonnées pour vous envoyer quelqu’un...
(会話データ, B1, Cosmopolite, Unité 2, p.6)



5. 相関分析結果（手動）
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モノローグ
Votre demande concerne l’habitation. Vous souhaitez faire
un devis pour assurer votre habitation : tapez 1, modifier
votre contrat : tapez 2, résilier votre contrat : tapez 3, 
déclarer un sinistre : tapez 4, suivre un sinistre déjà 
déclaré : tapez 5. Pour toute autre demande : tapez 6.

(モノローグデータ, B1, Tendances, Unité 8, pp.168-169)



5. 相関分析結果（手動）
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会話
時制に関する変数 : 10個
→ 受動態、過去分詞、現在分詞、直説法半過去、接続法現在、
直説法大過去、直説法複合過去、直説法単純未来、不定詞、
直説法現在

モノローグ
時制に関する変数 : 5個
→ 過去分詞、現在分詞、受動態、不定詞、接続法現在

多ければ多いほど
聞き取りにくい会話音声



5. 相関分析結果（手動）
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会話
時制に関する変数 : 10個
→ 受動態、過去分詞、現在分詞、直説法半過去、接続法現在、
直説法大過去、直説法複合過去、直説法単純未来、不定詞、
直説法現在

モノローグ
時制に関する変数 : 5個
→ 過去分詞、現在分詞、受動態、不定詞、接続法現在

少なければ少ないほど
聞き取りにくい会話音声



5. 相関分析結果（手動 vs 自動）
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手動 自動
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 ポーズ間の平均語数 0.65 A1レベルの語彙の

割合
-0.6

2 ポーズ間の平均音節
数

0.64 A1レベルの語彙の
割合

-0.6

3 一分あたりの音節数 0.62 Tユニットの長さ 0.56

会話



5. 相関分析結果（手動 vs 自動）
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手動 自動
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 ポーズ間の平均語数 0.65 A1レベルの語彙の

割合
-0.6

2 ポーズ間の平均音節
数

0.64 A1レベルの語彙の
割合

-0.6

3 一分あたりの音節数 0.62 Tユニットの長さ 0.56

会話 自動音声アライメント
の性能：低



5. 相関分析結果（手動 vs 自動）
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手動 自動
変数 スピアマン

の相関係数
変数 スピアマン

の相関係数
1 A1レベルの語彙の

割合
-0.6 A1レベルの語彙の

割合
-0.58

2 A1レベルの語彙の
割合

-0.6 A1レベルの語彙の
割合

-0.57

3 Tユニットの長さ 0.56 一文あたりのトー
クン数

0.57

モノローグ 自動スクリプト生成
の性能：高



5. 相関分析結果
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除外

採用

X個の変数採用

71個の変数

X個の変数

CEFRレベルとの相関
r > |0.2| (p < 0.01)r < |0.2|

r < |0.7| r > |0.7| (p < 0.01)
変数間の相関

変数カテゴリ

その他は除外



5. 相関分析結果
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手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

会話データ
手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

モノローグデータスクリプト変数：22個
音声変数：3個

スクリプト変数：20個
音声変数：1個



5. 相関分析結果
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手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

会話データ
手動
・相関分析
・SVMモデル×3

自動
・相関分析
・SVMモデル×3

モノローグデータスクリプト変数：17個
音声変数：3個

スクリプト変数：18個
音声変数：1個



6. SVMモデル
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作成するSVMモデル
(1) スクリプト変数&音声変数
(2) スクリプト変数のみ
(3) 音声変数のみ



6. SVMモデル（会話）
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.56 (0.06) 0.51 (0.05) 0.53 (0.06) 0.49 (0.04) 0.4 (0.09) 0.28 (0.06)
F値 0.52 (0.05) 0.47 (0.04) 0.5 (0.05) 0.46 (0.04) 0.33 (0.07) 0.2 (0.06)

A1 F値 0.7 (0.09) 0.7 (0.12) 0.72 (0.1) 0.67 (0.1) 0.63 (0.12) 0.33 (0.15)
A2 F値 0.55 (0.1) 0.52 (0.07) 0.52 (0.07) 0.47 (0.07) 0.33 (0.15) 0.37 (0.09)
B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.56 (0.06) 0.51 (0.05) 0.53 (0.06) 0.49 (0.04) 0.4 (0.09) 0.28 (0.06)
F値 0.52 (0.05) 0.47 (0.04) 0.5 (0.05) 0.46 (0.04) 0.33 (0.07) 0.2 (0.06)

A1 F値 0.7 (0.09) 0.7 (0.12) 0.72 (0.1) 0.67 (0.1) 0.63 (0.12) 0.33 (0.15)
A2 F値 0.55 (0.1) 0.52 (0.07) 0.52 (0.07) 0.47 (0.07) 0.33 (0.15) 0.37 (0.09)
B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
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A1 F値 0.7 (0.09) 0.7 (0.12) 0.72 (0.1) 0.67 (0.1) 0.63 (0.12) 0.33 (0.15)
A2 F値 0.55 (0.1) 0.52 (0.07) 0.52 (0.07) 0.47 (0.07) 0.33 (0.15) 0.37 (0.09)
B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)

>
>

>
>
>
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B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)
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>
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>
>

>
>
>
>

=



6. SVMモデル（モノローグ）

119

スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.47 (0.05) 0.45 (0.07) 0.46 (0.05) 0.45 (0.05) 0.35 (0.08) 0.2 (0.05)
F値 0.46 (0.05) 0.45 (0.07) 0.44 (0.05) 0.46 (0.05) 0.28 (0.07) 0.12 (0.04)

A1 F値 0.65 (0.18) 0.58 (0.13) 0.53 (0.1) 0.62 (0.13) 0.47 (0.28) 0.01 (0.04)
A2 F値 0.43 (0.1) 0.41 (0.09) 0.47 (0.07) 0.42 (0.08) 0.35 (0.06) 0.28 (0.05)
B1 F値 0.37 (0.17) 0.32 (0.17) 0.25 (0.1) 0.31 (0.19) 0.05 (0.08) 0 (0)
B2 F値 0.36 (0.13) 0.44 (0.14) 0.41 (0.13) 0.43 (0.14) 0.04 (0.09) 0.17 (0.16)
C F値 0.51 (0.16) 0.51 (0.1) 0.57 (0.11) 0.5 (0.09) 0.48 (0.16) 0.16 (0.14)
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>
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スクリプト変数のみを使った場合
手動モデルと自動モデルの違い△
＝自動スクリプト生成の性能◎

音声変数のみを使った場合
手動モデルと自動モデルの違い◎
＝自動アライメント＆スクリプト挿入の性能△
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スクリプト＋音声の場合
手動モデルと自動モデルの違い△
＝音声変数があまりモデルの性能向上に関与していない
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.56 (0.06) 0.51 (0.05) 0.53 (0.06) 0.49 (0.04) 0.4 (0.09) 0.28 (0.06)
F値 0.52 (0.05) 0.47 (0.04) 0.5 (0.05) 0.46 (0.04) 0.33 (0.07) 0.2 (0.06)

A1 F値 0.7 (0.09) 0.7 (0.12) 0.72 (0.1) 0.67 (0.1) 0.63 (0.12) 0.33 (0.15)
A2 F値 0.55 (0.1) 0.52 (0.07) 0.52 (0.07) 0.47 (0.07) 0.33 (0.15) 0.37 (0.09)
B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.56 (0.06) 0.51 (0.05) 0.53 (0.06) 0.49 (0.04) 0.4 (0.09) 0.28 (0.06)
F値 0.52 (0.05) 0.47 (0.04) 0.5 (0.05) 0.46 (0.04) 0.33 (0.07) 0.2 (0.06)

A1 F値 0.7 (0.09) 0.7 (0.12) 0.72 (0.1) 0.67 (0.1) 0.63 (0.12) 0.33 (0.15)
A2 F値 0.55 (0.1) 0.52 (0.07) 0.52 (0.07) 0.47 (0.07) 0.33 (0.15) 0.37 (0.09)
B1 F値 0.41 (0.13) 0.28 (0.09) 0.3 (0.08) 0.29 (0.15) 0.33 (0.11) 0.07 (0.07)
B2 F値 0.46 (0.16) 0.4 (0.1) 0.45 (0.16) 0.35 (0.17) 0.29 (0.08) 0.05 (0.08)
C F値 0.51 (0.16) 0.46 (0.07) 0.5 (0.13) 0.5 (0.09) 0.05 (0.1) 0.17 (0.13)
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.47 (0.05) 0.45 (0.07) 0.46 (0.05) 0.45 (0.05) 0.35 (0.08) 0.2 (0.05)
F値 0.46 (0.05) 0.45 (0.07) 0.44 (0.05) 0.46 (0.05) 0.28 (0.07) 0.12 (0.04)

A1 F値 0.65 (0.18) 0.58 (0.13) 0.53 (0.1) 0.62 (0.13) 0.47 (0.28) 0.01 (0.04)
A2 F値 0.43 (0.1) 0.41 (0.09) 0.47 (0.07) 0.42 (0.08) 0.35 (0.06) 0.28 (0.05)
B1 F値 0.37 (0.17) 0.32 (0.17) 0.25 (0.1) 0.31 (0.19) 0.05 (0.08) 0 (0)
B2 F値 0.36 (0.13) 0.44 (0.14) 0.41 (0.13) 0.43 (0.14) 0.04 (0.09) 0.17 (0.16)
C F値 0.51 (0.16) 0.51 (0.1) 0.57 (0.11) 0.5 (0.09) 0.48 (0.16) 0.16 (0.14)
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スクリプト＋音声 スクリプト 音声
手動 自動 手動 自動 手動 自動

正解率 0.47 (0.05) 0.45 (0.07) 0.46 (0.05) 0.45 (0.05) 0.35 (0.08) 0.2 (0.05)
F値 0.46 (0.05) 0.45 (0.07) 0.44 (0.05) 0.46 (0.05) 0.28 (0.07) 0.12 (0.04)

A1 F値 0.65 (0.18) 0.58 (0.13) 0.53 (0.1) 0.62 (0.13) 0.47 (0.28) 0.01 (0.04)
A2 F値 0.43 (0.1) 0.41 (0.09) 0.47 (0.07) 0.42 (0.08) 0.35 (0.06) 0.28 (0.05)
B1 F値 0.37 (0.17) 0.32 (0.17) 0.25 (0.1) 0.31 (0.19) 0.05 (0.08) 0 (0)
B2 F値 0.36 (0.13) 0.44 (0.14) 0.41 (0.13) 0.43 (0.14) 0.04 (0.09) 0.17 (0.16)
C F値 0.51 (0.16) 0.51 (0.1) 0.57 (0.11) 0.5 (0.09) 0.48 (0.16) 0.16 (0.14)

<

スクリプト変数のみで
ある程度の予測可能



7. 結論
リサーチクエスチョン
1. フランス語の聞き取りやすさに関連する変数はなにか。
2. フランス語の聞き取りやすさの予測に音声変数は有効であるか。
3. フランス語の聞き取りやすさは発話スタイル（会話・モノロー

グ）によって異なるか。
4. フランス語の聞き取りやすさ自動予測モデルの検討は可能である

か。
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会話データ： 音声変数（発話速度）
時制に関する変数

モノローグデータ： スクリプト変数（語彙）
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会話音声において有効？
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可能自動アライメント＆スクリプト挿入の性能△
自動スクリプト生成の性能◎



8. おわりに
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教育への応用
初級学習者：会話音声を使って学習 

今後の課題
• モデルの性能向上

→ 音声変数＋音声にかかわる変数の再検討
→ 自動化の再検討

• 教科書の音声→オーセンティックな音声の聞き取りやすさ予測 
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